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1　留意事項に対する履行状況等

区　　　分 未履行事項についての実施計画

(1) ●

認　　可　　時

（平成14年７月30日）

●

●

　幼児教育学専攻の入学定員１
２０人のうち推薦選考による募
集人員を１００人、その他試験
選考等の募集人員を２０人とし
て募集し、定員超過を是正する
ために合格者数を可能な限り抑
制した。その結果、推薦選考の
入学者数の定員超過率は２．０
４倍と前年度より－０．０７改
善したが、その他の選考での歩
留まり率が予想外に高かったた
めに、全体的には１．８３倍と
なり、前年度より－０．０３の
改善に留まった。
　平成１７年度は、推薦選考の
合格者数を更に抑制することな
どにより、定員超過の一層の改
善に努力する方針である。⑯

平成１７年度は、１８歳人口の
減少、高校卒業生の就職状況の
好転等により短大への志願者数
の減が懸念されたが、本学の場
合、懸念されたとおり前年度に
比べ１７７人減の６１７人とい
う結果になった。（入学者数は
前年度に比べ１０８人減の５０
２人に留まり、定員５２０人に
対し充足率０．９７となった）
こういう状況を予測する中で、
幼児教育学専攻の推薦選抜につ
いては、定員超過率の改善に配
慮しつつ、一方、高等学校との
これまでの信頼関係をできる限
り維持することにも留意して合
格者を決定した。その結果、入
学者数は１９９人で、前年度に
比べ４人減となり、また、その
他の選抜方式による入学者数を
合わせた幼児教育学専攻全体の
入学者数は２１８人で、前年度
に比べ２人減となり、若干なが
ら定員超過率の改善が行われ
た。今後も、定員超過率を極
力、１．００に近づけるよう改
善に努力することとしている。
⑰

　鹿児島女子短期大学児童教育
学科幼児教育学専攻の定員超過
の是正に努めること。

履　　行　　状　　況留　　意　　事　　項
　本学児童教育学科は、県内に
ある他大学（３大学）が設置し
ている同種の学科と競合関係に
あるため、入学者数の確保につ
いては、危機感をもって臨ん
だ。本年度の幼児教育学専攻の
志願者数は、前年度より１５人
増加したので、定員超過率を改
善するため、合格率を前年度よ
り低く８９％（前年度９４％）
に抑えた。しかしながら、入学
辞退者が６人に留まり（前年度
８人）、結果的に、定員超過率
が１．８６（前年度１．８３）
となり、前年度を下回るには至
らなかった。⑮
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区　　　分 未履行事項についての実施計画履　　行　　状　　況留　　意　　事　　項
●

●

　平成１８年度は、１８歳人口
の減少および引き続き高校卒業
生の就職状況の好転等により短
大への志願者数の減が懸念され
たが、本学の場合、前年度に比
べ５２人増の６６９人という結
果になった。（入学者数は前年
度に比べ２７人増の５２９人と
なり、定員５２０人に対し充足
率１．０２となった）。昨年度
に比べ志願者数が増加した原因
は、本年度から導入した大学入
試センター試験の効果によるも
のと思われる。
　こういう状況を予測する中
で、幼児教育学専攻の推薦選抜
については、引き続き定員超過
率の改善に配慮しつつ、一方、
高等学校とのこれまでの信頼関
係をできる限り維持することに
も留意して合格者数を決定し
た。その結果、入学者数は１８
９人で、前年度に比べ１０人減
となり、また、その他の選抜方
式による入学者数を合わせた幼
児教育学専攻全体の入学者数は
２１０人で、前年度に比べ８人
減となり、昨年度よりさらに定
員超過率の改善が行われた。
　今後入学定員の見直し等を行
い、定員超過率を極力、１．０
０に近づけるよう改善に努力す
ることとしている。⑱

平成19年度は、18歳人口の減
少及び引き続き高校卒業生の就
職状況の好転等により短大への
志願者数の減が懸念されていた
が、予想どおり95名の減であっ
た。（入学者数は前年度に比べ
59名減の470人となり、定員520
人 に 対 し 充 足 率 0.9 と な っ
た。）

こういう状況を予測する中
で、幼児教育専攻の推薦選抜に
ついては、引き続き定員超過率
の改善に配慮する一方、高等学
校とのこれまでの信頼関係をで
きる限り維持することにも留意
して合格者数を決定した。その
結果、入学者数は178名で、前
年度に比べ11人減となった。ま
たその他の選抜方式による入学
者数を合わせた幼児教育学専攻
全体の入学者数は204名で、昨
年度に比べ6人減となり、昨年
度よりさらに定員超過率の改善
が行われた。

なお、幼児教育学専攻の入学
定員について、平成20年度か
ら、他学科、専攻の入学定員の
一部を振り替え、120人から190
人に増員する計画であり、既に
文部科学大臣宛、「収容定員関
係学則変更届書」を提出した。
このことによって、定員超過は
改善される見込みである。⑲
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区　　　分 未履行事項についての実施計画履　　行　　状　　況留　　意　　事　　項
(1)

(2) ●

●

●

●

●

(2)

設置計画履行状況 (1) (1)

調　　査　　時

（平成16年3月9日）

　例年本専攻への推薦入学志願
者が多く、高等学校とのこれま
での信頼関係を維持することに
も留意し合格者数を決定してき
たが、毎年定員超過率の是正が
指摘されていること等も考慮
し、平成20年度から他学科・専
攻の入学定員を削減し、児童教
育学科幼児教育学専攻の入学定
員を120人から190人に変更し
た。
　この結果、定員190人に対し
204人の入学者となり、入学定
員超過率は107％に改善され
た。⑳

  鹿児島女子短期大学児童教育
学科幼児教育学専攻の定員超過
の是正に努めること。

　前記(1)に記述したとおりで
ある。⑯

　平成１５年度に報告したとお
りである。学科の廃止について
は、卒業延期者がいるため、平
成２０年度以降に行う予定であ
る。⑲

　平成１５年度に報告したとお
りである。学科の廃止について
は、英語英文学科の廃止届けを
本年度提出し、残り２学科につ
いては、卒業延期者がいるた
め、平成２１年度以降に行う予
定である。⑳

　平成１５年度に報告したとお
りである。学科の廃止について
は、卒業延期者がいるため、平
成19年度以降に行う予定であ
る。⑱

　文学部国文学科、英語英文学
科、人間関係学科については、
平成15年４月１日で学生募集を
停止し、在学生の卒業を待って
廃止すること。

　理事会（平成１４年５月２４
日）、教授会（平成１５年２月
５日）で学生募集停止及び３学
科の廃止を決定し、平成１５年
３月１０日付け志學館学園第１
６１８号文書にて学生募集停止
報告書提出済みである。⑮

　平成１５年度に報告したとお
りである。⑯

　平成１５年度に報告したとお
りである。⑰
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区　　　分 未履行事項についての実施計画履　　行　　状　　況留　　意　　事　　項

設置計画履行状況 (1) (1)

調　　査　　時

（平成17年3月30日）

設置計画履行状況 (1) (1)

調　　査　　時

（平成19年3月1日）

  平成１７年度における児童教
育学科の合格者決定にあたって
は、募集定員の８３％が推薦選
考であるため、高等学校との信
頼関係等を考慮する必要がある
ことなどから幼児教育学の合格
者を決定したが、もう一方の初
等教育学専攻の合格者数は募集
定員８０人に対し、第二志望等
を含めて８３％に留めた。その
結果、入学者数は前年度の６６
人に比べ、１１人減の５５人と
なり、また、児童教育学科全体
の入学者数は２７３人で、前年
度に比べ１３人減となり定員超
過率は、１．４３から１．３７
へ改善された。今後も、定員超
過率を極力、１．００に近づけ
るよう改善に努力することとし
ている。⑰

平成19年度は、18歳人口の減
少及び引き続き高校卒業生の就
職状況の好転等により短大への
志願者数の減が懸念されていた
が、予想どおり95名の減であっ
た。（入学者数は前年度に比べ
59名減の470人となり、定員520
人 に 対 し 充 足 率 0.9 と な っ
た。）

こういう状況を予測する中
で、幼児教育専攻の推薦選抜に
ついては、引き続き定員超過率
の改善に配慮する一方、高等学
校とのこれまでの信頼関係をで
きる限り維持することにも留意
して合格者数を決定した。その
結果、入学者数は178名で、前
年度に比べ11人減となった。ま
たその他の選抜方式による入学
者数を合わせた幼児教育学専攻
全体の入学者数は204名で、昨
年度に比べ6人減となり、昨年
度よりさらに定員超過率の改善
が行われた。

なお、幼児教育学専攻の入学
定員について、平成20年度か
ら、他学科、専攻の入学定員の
一部を振り替え、120人から190
人に増員する計画であり、既に
文部科学大臣宛、「収容定員関
係学則変更届書」を提出した。
このことによって、定員超過は
改善される見込みである。⑲

  鹿児島女子短期大学児童教育
学科幼児教育学専攻の入学定員
超過の是正に努めること。

  鹿児島女子短期大学児童教育
学科の定員超過の是正に努める
こと。
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区　　　分 未履行事項についての実施計画履　　行　　状　　況留　　意　　事　　項

設置計画履行状況 (1) (1)

調　　査　　時

（平成20年1月25日）

  鹿児島女子短期大学児童教育
学科幼児教育学専攻の入学定員
超過の是正に努めること。

　例年本専攻への推薦入学志願
者が多く、高等学校とのこれま
での信頼関係を維持することに
も留意し合格者数を決定してき
たが、毎年定員超過率の是正が
指摘されていること等も考慮
し、平成20年度から他学科・専
攻の入学定員を削減し、児童教
育学科幼児教育学専攻の入学定
員を120人から190人に変更し
た。
　この結果、定員190人に対し
204人の入学者となり、入学定
員超過率は107％に改善され
た。⑳
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入学定員超過の状況

（平成20年４月20日　現在）

大学名 学科・専攻 項　　目 20年度 19年度 平均超過率(倍)

入学定員超過率(倍) 1.07 1.70 1.39

入　学　定　員 190 120

入　学　者　数 204 204

鹿児島女子
短期大学

児童教育学科
幼児教育学専攻
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２　情報提供に関する事項

＜人間関係学部　心理臨床学科・人間文化学科＞

　①　設置認可申請書

　　ａ　ホームページに公表の有無 　（　　　　有　　　　・　　　　無　　　　）

　　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期） 　（　　１９　年　　５　月　２０　日　　　）

　　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置認可申請書」掲載ページへのリンク

　（　　承諾する　　　・　　承諾しない　　）

　②　設置計画履行状況報告書

　　ａ　ホームページに公表の有無 　（　　　　有　　　　・　　　　無　　　　）

　　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期） 　（　　２０　年　　５　月　２０　日　　　）

　　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　（　　承諾する　　　・　　承諾しない　　）
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